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APM工法使用部材

防水通気シート

エアー・パッセージシート （AP250）

規格 5mm × 1075mm × 20m

重量 8.4 ㎏ / 巻

防水通気シート

スターター

規格 5mm × 100mm × 20m

重量 850 ｇ / 巻

専用防水テープ

アクリル片面テープ  （住化｢プラスチック社製｣）

規格 75mm ×  20m

メタルリブ Ｉ型 （ＪＩＳ 規格適合品）

規格 ｔ 0.6 × 945 × 1829

重量 700 ｇ / ㎡

コーナーラス

規格 ｔ 0.6 × （90 ＋ 90） × 1829

重量 700 ｇ / ㎡

ステープル

規格 1019Ｊ （ステンレス製）



■ １．基礎部分

１－１

エアー・パッセージシート スターター（巾100）

の取付

土台部分にｴｱｰ･ﾊﾟｯｾｰｼﾞｼｰﾄ スターター

（巾100）をステープルで水平に張ります。

１－２

土台水切り板金の取付

ｴｱｰ･ﾊﾟｯｾｰｼﾞｼｰﾄ スターター（巾100）

の上に土台水切り板金を取付します。

通気層を塞がないよう

水切り板金と基礎天端は

20mm以上あける。

構造用面材

ｴｱｰ･ﾊﾟｯｾｰｼﾞｼｰﾄ

スターター（巾100）

構造用面材

水
切
り
板
金

20mm以上

あける

防水通気シート

スターター（巾100）

ｴｱｰ･ﾊﾟｯｾｰｼﾞｼｰﾄ

スターター（巾100）

水切り板金



■ ２．一般部 ２－１

エアー・パッセージシート（AP250）

の張り付け

ｴｱｰ･ﾊﾟｯｾｰｼﾞｼｰﾄ（AP250)は水切り板金

の上から水平に注意し、下から上に

積み上げステープルで止める。

特に1段目を施工する際は水糸等で

水平を確認しながら施工する。

２－２

横方向重ね部の施工

横方向の施工は、ｴｱｰ･ﾊﾟｯｾｰｼﾞｼｰﾄ（AP250)

の防水紙部分を残し相互のｺﾙｹﾞｰﾄ（通気層）を

重ねる。

重ね部分は専用防水ﾃｰﾌﾟで防水施工をする。

２－３

縦方向重ね部の施工

縦方向の施工は、下段のｴｱｰ･ﾊﾟｯｾｰｼﾞｼｰﾄ

（AP250)にﾗｲﾅｰをかぶせ、ｺﾙｹﾞｰﾄ（通気層）

を突きつけるように施工し、ﾗｲﾅｰを部分的に

専用防水ﾃｰﾌﾟで止めつける。

上端のみ

ステープル

で止める

専用防水テープで

部分止め

をする

突きつけ

① ②
《 縦 》

ｴｱｰ･ﾊﾟｯｾｰｼﾞｼｰﾄ

（AP250)

ライナー

ｴｱｰ･ﾊﾟｯｾｰｼﾞｼｰﾄ

（AP250)

100mm以上

専用防水ﾃｰﾌﾟ

専用防水ﾃｰﾌﾟ

部分止め

※仮止め用

上下重ね

70mm以上



■ ３．軒天部分

・水平軒天

３－１

水平軒天

ｴｱｰ･ﾊﾟｯｾｰｼﾞｼｰﾄ（AP250）を軒天より

100mm以上張り上げる。

軒天下地をｴｱｰ･ﾊﾟｯｾｰｼﾞｼｰﾄ（AP250)の

上から取付、軒天を施工する。

・勾配軒天

３－２

勾配軒天

ｴｱｰ･ﾊﾟｯｾｰｼﾞｼｰﾄ（AP250）をタルキ（上弦材）

下端まで付近まで張り上げる。

※通気層を、塞がないように注意して

施工する。

雨水等の浸入を防ぐため、防水ｼｰﾄを

軒天下地からｴｱｰ･ﾊﾟｯｾｰｼﾞｼｰﾄ（AP250)の

上に折り返すように被せこむ。

・下屋、出窓部分

３－３

下屋、出窓部分

雨押え板金上端より20mm以上あけて

ｴｱｰ･ﾊﾟｯｾｰｼﾞｼｰﾄ スターター（巾100）を張り

ｴｱｰ･ﾊﾟｯｾｰｼﾞｼｰﾄ（AP250)をｺﾙｹﾞｰﾄ（通気層）

部分で突きつけるように張り上げる。

※通気層を、塞がないように注意して

施工する。

100mm以上

ｴｱｰ･ﾊﾟｯｾｰｼﾞｼｰﾄ

（AP250)

軒天下地

軒天材

ｴｱｰ･ﾊﾟｯｾｰｼﾞｼｰﾄ

（AP250)

軒天下地

軒天材

防水ｼｰﾄ

ｴｱｰ･ﾊﾟｯｾｰｼﾞｼｰﾄ

（AP250)

ﾗｲﾅｰﾙｰﾌｨﾝｸﾞ雨押え板金

ｴｱｰ･ﾊﾟｯｾｰｼﾞｼｰﾄ

スターター（巾100）

防水ﾃｰﾌﾟ貼（ブチルテープを使用する）

・ﾗｲﾅｰﾙｰﾌｨﾝｸﾞ立上げ部

・雨押え板金上端部

20mm以上



■ ４．開口部分

４－１

先張り水切りシートの取付

サッシ取付前に窓台部分に

水切りシートを設置する。

４－２

サッシ～防水テープ貼り

サッシを取付、防水テープは貼ります。

貼り方の順番を間違えないよう注意。

※防水テープは両面ブチルテープを使用する

４－３

ｴｱｰ･ﾊﾟｯｾｰｼﾞｼｰﾄ（AP250)張り

防水ﾃｰﾌﾟ剥離紙をはがし、

ｴｱｰ･ﾊﾟｯｾｰｼﾞｼｰﾄ（AP250)張ります。

サッシ廻りは、サッシ枠より10mm以上離して

ｴｱｰ･ﾊﾟｯｾｰｼﾞｼｰﾄ（AP250)を張ってください。

水切りｼｰﾄ部分は、水切りｼｰﾄの内側に

ｴｱｰ･ﾊﾟｯｾｰｼﾞｼｰﾄ（AP250)を差し込んで

ください。

４－４

防水テープ貼り

サッシ廻りは、ｴｱｰ･ﾊﾟｯｾｰｼﾞｼｰﾄ（AP250)

の上から再度防水ﾃｰﾌﾟを張ります。

※防水テープは専用テープを使用する。

水切りシート

①

②

① ①の防水ﾃｰﾌﾟは

②の防水ﾃｰﾌﾟより

飛びださない。

①

②

防水ﾃｰﾌﾟ

ｴｱｰ･ﾊﾟｯｾｰｼﾞｼｰﾄ

（AP250)

10mm以上

ｴｱｰ･ﾊﾟｯｾｰｼﾞｼｰﾄ

（AP250)

防水ﾃｰﾌﾟ

水切りｼｰﾄ

防水ﾃｰﾌﾟ

防水ﾃｰﾌﾟ

ｴｱｰ･ﾊﾟｯｾｰｼﾞｼｰﾄ

（AP250)

ｴｱｰ･ﾊﾟｯｾｰｼﾞｼｰﾄ

（AP250)



■ ５．躯体貫通部分

（例）

５－１

躯体貫通部分の施工

配線ｺｰﾄﾞ、ダクト、ｴｱｺﾝ配管、etc 等

外壁を貫通する部分全ては、

ｼｰﾘﾝｸﾞ処理にて止水を行なう。

下記に手順に従い施工をしてください。

１．配線ｺｰﾄﾞ、ダクト、ｴｱｺﾝ配管、etc 等貫通

２．躯体貫通部分

ｼｰﾘﾝｸﾞ処理

３．防水シート張り

４．防水シート貫通部分

ｼｰﾘﾝｸﾞ処理

５．ｴｱｰ･ﾊﾟｯｾｰｼﾞｼｰﾄ（AP250)張り

６．ｴｱｰ･ﾊﾟｯｾｰｼﾞｼｰﾄ（AP250)貫通部分

ｼｰﾘﾝｸﾞ処理

※シーリング材は、JIS A ５７５８（建築用シーリング材）
に適合するもので、JISの耐久性による区分の8020 の品
質又はこれと同等以上の耐久性能を有するものとする。

防
水
シ
ー
ト

ｼｰﾘﾝｸﾞ処理

ｼｰﾘﾝｸﾞ処理

ｼｰﾘﾝｸﾞ処理

防水ｼｰﾄ

ｴｱｰ･ﾊﾟｯｾｰｼﾞｼｰﾄ

（AP250)

防水ｼｰﾄ



■ ６．オバーハング下端部分

下端部分ｴｱｰ･ﾊﾟｯｾｰｼﾞｼｰﾄ（AP250)は

防水紙部分を残しｺﾙｹﾞｰﾄ（通気層）を

75mm取り、防水部を折り曲げ、ネダレ

下地材に被せて下さい。

軒天材とｵﾀﾞﾚ下地 の接合点は、万が一

雨水が浸入した場合の排水口となります

ので、ｼｰﾘﾝｸﾞ処理等隙間を塞がないで

ください。

ｵﾀﾞﾚ下地材

30×40

軒天下地
通気が取れる様に

1m毎に30mm程度

間隔をあける

軒天材

・ﾓﾙﾀﾙ 厚15mm

・ﾒﾀﾙﾘﾌﾞ

・ｴｱｰ･ﾊﾟｯｾｰｼﾞｼｰﾄ（AP250)

・構造用面材

ｴｱｰ･ﾊﾟｯｾｰｼﾞｼｰﾄ

（AP250)

ｵﾀﾞﾚ下地材

30×40

軒天材

軒天下地

ｵﾀﾞﾚ下地

防水紙張：アスファルトフェルト４３０以上
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